
夢ある稲生まちづくり協議会  地域計画は、地域をありたい姿に近づけ、地域の夢

を叶えるため、地域の方の意見を広く取り入れ策定さ

れます。稲生地区の現地域計画は、2025年度末を

もって終了するため、現在、2026年度からの地域計

画を作成しています。 

令和６年度 地域づくりレポート『地域の未来を拓く地域づくり協議会！』 

１３ 

協議会の主な活動！ 

活動① 「稲生を食べよう！秋の収穫祭」 

地域の課題を把握するため、住民アンケートを作成

し、全世帯（事業所含む）に配布する。 

活動② 「稲生地域計画策定委員会」 

活動に加わって 
1 

3 
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 地域の方の交流の場を作るため、11月23日、稲生小

学校にて「稲生を食べよう！秋の収穫祭」が開催されま

した。この活動は、稲生産の食材を使った料理のふるま

いや、家族で参加できる野菜の収穫体験やゲームコー

ナーなどがあり、地域の方々が楽しめるイベントです。 

現地域計画のキャッチフレーズは、 

 稲生で採れたお

米や野菜などのお

いしい食べ物を、

地 域 の 人 た ち に 

食 べ て も ら い た

い！ 

第１次委員会 

樋口委員長 

アンケートの集計、地域計画の作成、協議会の活動

方針及び計画の策定を行う。 

第2次委員会  

「強く、明るい、Ｉ know 2025」 
イノウ 

アイ ノウ 

 アンケートへご協力いただき、ありがとうございます！

次の地域計画へみなさまの声を反映させられるよう努め

ます！ 

小林会長 

 

 夢ある稲生まちづくり協

議会は、地域の皆さんが

積極的に参加しており、稲

生というまちをより良くし

ていきたいという思いが

伝わってきました。 

 稲生地域の皆さんの

活発な活動と、協議会

役員の方々の熱量を感

じ、地域づくりの大切

さを学びました。 

1. 災害や犯罪に強く、助け合いの絆を強くする。 

2. 明るい環境や明るいコミュニケーションを創る。 

3. 稲 生 の こ と を 知 り、地 域 へ の 愛 着 を 深 め、 

     地域活動を活性化する。 

 夢ある稲生まちづくり協議会は、本部と８つの部会で構成されます。協議

会の地域づくり研修生である私たちは本部に入り、地域づくりの活動を近く

で見てきました。今年度、協議会で行った事業の一部を紹介します。 

▲親子で野菜の収穫体験 

▲配布されたアンケート 

問合せ先 ▶ 夢ある稲生まちづくり協議会 事務局   

         住所：鈴鹿市稲生塩屋三丁目２－３４  ☎電話番号：059ー386ー0059 


